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午前９時３０分開会 

○委員長（足田 仁司） それでは、おはようござい

ます。定刻よりも少し早いですけども、皆さんおそ

ろいですので、防災対策調査特別委員会を開催した

いと思います。 

 まず、今年は１２月に雪が降るという、近年なか

った分だけ何か大雪のイメージがありますが、先ほ

どもやり取りしましたように、雪のかさの割には倒

木等の被害が結構多いということで、結構湿った重

たい雪だったんかな。木のほうも気が緩んどったか

も分かりませんけども、そういったことで、実際に

被害に遭われた方も結構おられるというようなこ

とでした。またその辺もおいおい教えていただけた

らと思っております。 

 それでは、早速ですけども、次第に沿って進めて

いきたいと思います。 

 それでは、３番の協議・報告事項に入ります。（１）

の避難情報の変更に関する国の動向について。 

 まず、（１）避難所、そのことについてを議題と

いたします。 

 それでは、政策調整部防災課、お願いいたします。 

○防災課長（原田 泰三） 資料１をご覧ください。 

 現在、国で変更が検討されている警戒レベルでご

ざいます。実は、現行は今のそこの資料の下から半

分のとこに書いてございますもので、平成３１年３

月にガイドラインが改定されて以降運用されてる

ものでございますが、この制度につきましては、３

１年３月にガイドラインが改定されたばかりなん

ですけども、そもそもこの制定されたいきさつとい

うのが非常にいろんな災害が、大規模なものが多発

する中で、なかなか住民の皆さん方に行政のほうか

ら避難所を出すんですけども、その情報の意味がな

かなか行動に結びつかないというような課題があ

って改定されたところでございました。主なもんと

して、そういった警戒レベルを導入することによっ

て災害発生のおそれの高まりに応じて住民の皆さ

ん方が取るべき行動と、その後、そのために促す情

報等を関連づけるというような意味合いで５段階

の警戒レベルというのができてるというのが現行

でございます。 

 それに対しまして、上半分のところをご覧くださ

い。新しい案につきましては、結局、それでもなお、

やはり避難情報の意味が非常に理解しにくいとい

うようなことで、災害のたびに多くの方が亡くなっ

てらっしゃるというような現状を見る中で起こっ

た議論でございます。これについては、来年度の出

水期から運用を開始するというようなことにはな

ってるんですけども、これまでは警戒レベル４の中

に、避難指示があったり避難勧告があったりという

ことで、同じ避難ということを表す情報が入ってい

て非常に分かりにくいと。この議論の経過の間で、

国でアンケート取られる中で、避難指示で避難する

方のほうが多いというような結果があり、この警戒

レベル４という、上のほうの紫のところをご覧いた

だいたら分かりますように、これまでは避難勧告で

皆さん避難してください、危険な場所から全員避難

してくださいという意味だったのが、危険な場所か

ら全員避難する情報は、「避難指示」に一本化され

ると。ですので、避難勧告という言葉はなくなると

いうようなことになる議論になってございます。 

 それから、その１つ下に赤い色で、高齢者の皆さ

ん方避難してくださいねと、高齢者等ということで

障害者も含まれるんですけども、ここにつきまして

も、これまでは避難準備・高齢者等避難開始という

ことになってたんですけども、どうしても避難準備

という言葉によって、まだ避難する準備をすればい

い段階なのだという誤解なんかも非常に生じてい

るというようなことから、「高齢者等避難」という

ことで、もうターゲットを絞りまして、もちろん危

険なところに住んでいらっしゃる一般の方ってい

うのも避難をするタイミングにはなるんですけど

も、やはり高齢者ということをもっと前面に出して、

早く避難していただいて命を落とすことがないよ

うにというようなことで、この警戒レベル３という

のも呼び方が変わっております。 

 それから、もう一つ、一番上の黒の色で警戒レベ

ル５というのがあるんですけども、これは以前です

と災害発生情報ということでございました。もちろ
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んこの情報については分かる範囲で、分からないこ

とも多いので出るか出ないか分からないみたいな

ところがあるんですけども、今回は、もちろんそう

いう条件下ではあるんですけども、この改正案では、

とにかくおそれの段階からこういった情報を流し

て、行動の変容を促すという意味合いで流すものに

なりまて、これまでは災害発生情報と言ってたのが、

「緊急安全確保」ということで、避難という言葉か

らも完全に切り離されまして、もう次元が違うんだ

というようなことを訴えるために「緊急安全確保」

という言葉で促すということで今、議論が進められ

ているところでございます。 

住民が取るべき行動と行動を促す情報というこの

欄にそれぞれのキーワードといいましょうか、が示

してありまして、例えば警戒レベル５では、例えば

報道機関なんかや防災無線で流すときは、命の危険

が迫っております、直ちに安全確保をお願いします

みたいな促し方をするというようなことでなって

ございます。 

 なお、「緊急安全確保」の情報というのは、必ず

市町村が状況を確実に把握できる状況ではないと

いうようなことがあるため、警戒レベル５につきま

しては、発令を必ずされるものではないと。警戒レ

ベル４につきましては、これまでの避難勧告で出し

ていた情報が今回の改定では避難指示という言葉

になって、皆さん避難というのは避難指示というよ

うなことで統一されるというようなことでござい

ます。 

 これは来年度の出水期からの適用というような

ことになる予定になっております。ちなみに、この

ワーキングのほうに豊岡市長のほうも参画をして

いるというようなことがございます。 

 資料１につきましては以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。特にございませんか。

何かないですか。 

○委員（浅田  徹） よろしいか。 

○委員長（足田 仁司） どうぞ、浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 特に昨年、今年はなかったわ

けですけど、今年も九州のがあるわけで、去年は大

きな１９号ということで関東と東北。これは、むし

ろ出す側にもというんか、出す側のタイミング。そ

れと、初めて造語ではなく流域災害という、今回の

一般質問ちゃうけども、そのエリアには全く降って

なくても支流に立て続けに、俗に降水帯、台風等々

という、言わば前線との絡みで、非常にこう、全く

市民については、川を見に行っても増水はしてない

と。それで、大丈夫、大丈夫言ったときに一気にこ

うもう、気がついたときにはもう、言わば堤防等越

水で洪水にのみ込まれると。こういうのが、支川も

含め、中流域も含め、かなり多発して、市なんかの

防災の出すタイミングが分からんかったとか、その

辺の上流域の状況は分かっとっても、その地域にど

のタイミングで情報を発信したらいいのか分から

なかったというのがありました。それで亡くなって

ます。 

 それからもう一つは、ある程度タイムラグという

ようなことの中で、もう既に一遍引いたなというふ

うな、水が引いて、住民は水位が何ぼ減りましたと

いうようなことで、その判断、住民も含め避難所の

判断ということの中で、帰ったらまた今度次の二波

がさらに来たという、言わばダブルタイムラグみた

いなことがあって、そういうのについてはこういう、

例えば市民に警戒レベルというふうなことで周知

しても、出していくほうの、その辺の、例えば円山

川とかで立野観測所で、豊岡の場合はそれぞれ判断

をし、まぁそれぞれ振興局は別としましても、ほと

んどがこの立野というようなことになるわけだけ

ども、この辺の円山川流域に関する情報というのが、

それぞれ上流部の下だとか県管理の本川等にもあ

るんだけども、その辺がうまく機能したり、例えば

大屋川ではライブ的には水位は観測するんだけど

も、その辺の水位情報とか洪水情報がうまく、豊岡

の国土交通が多分そういうことを、発令とか情報は

国がくれるんだけども、その辺が対応できてるのか

どうか、検討が進んでるのかどうか、それをどうい

うふうに市としては、来年こういう制度ができたと

しても、判断していけるのか。その辺もちょっと考
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え方だけ。今、即、即答のできない部分はあると思

うんですけど、これを受けての考え方だけ教えてく

ださい。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 議員ご存じのとおり、過

去の災害におきましても、国土交通省さんだったり

兵庫県の土木事務所のほうから水位予測の情報を

いただいておりまして、例えばポンプ停止までいく

のかいかないのかみたいな状況の中で、今後、雨の

降る見込みというようなものも加味しながら、例え

ばポンプの停止までには至らなかった事例という

のも最近でもございます。ここに、ちょっと表には

ないんですけども、当然、今、議員おっしゃられた

洪水予報、例えば警戒レベルであったり、それがも

う注意レベルなのか危険レベルなのかというよう

なことは、３時間後、４時間後先の水位予測という

のも頂戴しておりまして、それに基づいて避難勧告

を出してる、避難指示を出してるというようなこと

になりますので、これまでもそうですし、これから

もさらに連携を深めながら、そういった情報に基づ

いて早めに住民の皆さん方に情報を流すことによ

って、流域災害のような時間を追って後から避難を

しなくてはならないようなことにはならないよう

な対応はしていかなくてはならないですし、それは

これまでからもやってるというような状況でござ

います。以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 関連、もう一点。特に制度的

には、これもう３年前かな、言わば円山川タイムラ

インというふうなことの制度ができました。つまり、

ゼロアワーでもう堤防が決壊か、もう越水しちゃう

と。それの７２時間前、３日前から、そういう台風

とか、線状降水帯は難しいにしても、特に今言う、

強烈、猛烈な台風の進路と、どういうんかな、その

ルートのどっかに来たときに、それはもう対応して

いくんだというふうな、ここの兼ね合わせっちゅう

んが、なかなかこの辺がうまくね、実際、制度がで

きても機能しにくいっていうんか、これは気象庁と

国交省になるんだけども、その辺の含みと、これも

うまくリンクさせていくようなことになっていく

というようなことになるんかな。ちょっとその辺が

どうなんでしょうか。制度はあっても、なかなかそ

の辺が避難情報に的確に、言わば空振りでもうちの

市長のうたい文句であるんだけども、空振りしよう

にもその出せる情報がどこで来るのかという、もう

来たときには、去年でいっても遅過ぎるっていうん

か、もうそういうふうな状況のほうが多いんじゃな

いかなっていうふうな、去年の、特に水害なんか見

とった場合に。それと、今言う、流域見た場合のそ

の辺の考え方っていうんかな。 

 びっくりしたのは去年、僕もたまたま災害対策本

部で円山川の水位が下がって、上流降ってへんとい

うことの中で解散しましたよ。帰った途端、次の日

になったらもうポンプ停止までは何センってなこ

との情報が、やっぱりこれも流域的な、そういうな

かなかうまく情報的なものが伝わってへんから、こ

れから、言わば二波の水位が来るということを、な

かなかそういう情報も伝わったこなかったってい

うんかな。そういうふうなことが一つの事例だと思

っとるんだけど。その辺はどういうふうに考えてい

ったらいいのか。 

○防災監（宮田  索） 去年、おととしはそういう

例がなかったと思います。 

○委員（浅田  徹） 去年あったんだ。去年、対策

本部で。７月豪雨だったかな。７月か９月かどっち

か、７月だと思いますよ。解散した後にもうポンプ

停止の寸前という、もうちょっとでポンプ停止せん

なん。そこまで水位が来とったと。まあまあ、答え

んかったらよろしい、これ課題かなと思ってます。

それはもうよろしいです。 

○委員長（足田 仁司） よろしい。答弁、コメント、

よろしいですか。 

○委員（椿野 仁司） また思い出したら言やええ。 

○委員長（足田 仁司） あと何センチとかいうのは

ちょっと覚えがないですね。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） こういう、僕は避難勧告とい
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う中途半端な、言い方悪いんだけど、この新案とい

う形で、分かりやすくていいのかなと思います。た

だ、市民の皆さんは、さっきの委員長の話じゃない

けれど、久しぶりの大雪で木も緩んどったっていう、

気の緩んどったっていうところからいくと、やっぱ

り幾ら強い言葉で、文言で言っても、なかなかふだ

んそういったこと等体験してないというか、ことが

ないと、やっぱりあの台風２３号、かなり時間がた

ってるし、やはりインパクトが弱いのかなと。この

辺については、もう少し豊岡市としてのオリジナル

の、やっぱり工夫が必要ではないのかなというふう

に感じますね。それはそれでなぜかというと、山間

部流域、それからまた海、またそれぞれ豊岡は環境

がそれぞれ違うので、だから、それぞれにおいて一

斉にどうだっていうことにはならないと思うから、

どちらにしても。だから、そういった、やっぱりそ

れぞれの環境に応じた、もう少し具体的な、そうい

った文言を取り入れながら、オリジナルのものが必

要ではないのかなというふうに思ってる。別に国に

こう言えって言われたらこう言わなきゃいけない

っていうことはないんでしょう。どうなの。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） おっしゃられましたよう

に、ここに記載しているのは、基本的に行動を促す

情報なんかはこういった端的な言葉で表すってい

うようなことで示されておりまして、ここに当然、

地域性に応じた、例えば土砂災害であれば山の近く

から離れていただいたりとか、早めに避難してくだ

さいとかっていうことは、そのそれぞれの災害リス

クに応じた啓発といいましょうか、注意喚起、呼び

かけというのを当然、市のほうでもそういった言葉

を付加して促すというようなことにはなります。以

上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） とても大事なことで、よそご

とみたいなになっちゃうといけないので、うちらの

地区は大丈夫だとか、うちらは何もこんなとこ土砂

災害遭ったことないから、そんなことじゃなくて、

やっぱりもう明日は我が身という立場でいくと、も

う今が今っていうときには、ここの地区、ここの地

区、この地区はもうすぐに避難してくださいってい

うぐらいな、もうインパクトの強いことで言わない

とどうなのかな。避難所がどうだっていうことはち

ょっと後回しにしますけども、それがあるのかなと。 

 それからもう一つね、今の話はそれでよろしいで

す。もう一つ、それからね、台風２３号のときに、

私のところには大屋の人と養父のほうの人が、大屋

も養父も一緒なんだけど、電話がかかってきたんで

すよ、知り合いから。それは何かというと、今まで

かつてこんなに自分の目の前の大屋川がこんなす

ごい状況を私は見たことがないと。椿野さん、円山

川下流は大変なことになると、だから気いつけなさ

れよっていって電話をかけてこられた。まさにそれ

がそのとおりになっちゃった、あのときね。だから、

何が言いたいかっていうと、要するにもう少しそう

いう意味でいくと、円山川流域の行政間の、今はも

う大分よくなってるんだろうと思うんだけど、情報

を共有するっていうかな、その辺がどういうシステ

ムでどんなふうになってるのかなというとこら辺

がちょっと分かんないので、もしもあれば教えてほ

しいし、国、県との情報の共有はできてると思うん

だけど、いわゆるそれぞれの行政区等は、そういっ

た情報を、向こうはだあっと流れるだけなんだよ。

円山川まで全部水が来て、それがまた下流に流れて

くるわけだから、それはたまったもんじゃないと私

は思うんだけど、その辺の情報共有はどういうふう

にしてできてるのかなというところなんだけど。ど

うなんですか。 

 例えば今、養父と朝来ですよね。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 情報共有ということでは、

例えば私どもも河川監視カメラとか、水位計だとか

というのは……。 

○委員（椿野 仁司） それは知ってる。 

○防災課長（原田 泰三） 非常に見てまして、そう

いったもので判断してるというのが一つございま

すのと、例えば気象台さんなんかを通じて、今、養

父市のほうで土砂災害の警戒が特に必要なので、土
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砂災害警戒情報を出す可能性がありますよという

ようなお話は、そういった機関を通じてやり取りは

当然、情報としては入ってまいりますので、ただ、

ふだんからいろんな会議等で顔合わせはするんで

すけども、実際ちょっと災害のときに、そういった

映像だったり数値だったりというようなデータが

分かる中で、特段、今のところ、例えばその先の避

難とか避難場所みたいな話になってきたときに、も

しかしたら可能性はあるかもしれませんけども、同

じような災害に遭ってる状況ですので、それもなか

なか最下流の豊岡では難しい中で、その辺りの生の

情報を直接やり取りで聞いたりとかというのは、ち

ょっと防災のほうのセクションとしては特にして

ないのが実際のところでございます。それはなぜか

というと、昔と違いそういった水位計だとか雨量計

が大分充実してきてることがございますので、状況

はある程度つかめるのかなというのがあって、その

ときにこんなやり取りを直接何かしてるかという

と、してないというのが実際なところではないかな

というふうに思ってます。以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） これは以前、竹中議員が、災

害だけじゃなくて、いろいろといろんな道路の関係

だとか、市内でいろんなことが起きたときに、市民

から、今はスマホでそういうことで連絡、伝達がで

きるということをおっしゃって、それで、それを活

用してすぐに対策ができたっていうことも現実あ

るわけなんでね。そういう意味でいくと、そういう

市民からのそういった情報、あまりにも煩雑ってい

うか、氾濫しちゃうと収拾がつかなくなるので大変

なことになるんだとは思うんだけども、そういう情

報を防災課としてはこれからもっと取り入れられ

るような方向ができるなら、それを今で言う行政間

だけではなくて、より具体的な情報が即座に入って

くるということが、これは防災課を通じて、例えば

今、建設課もそうだし、道路の状況も出てくるだろ

うし、そういうことを、ちょっとこれからはこうい

う時代ですから、本当にカメラで狙ってないと駄目

だというわけじゃないんで、そういう、別に市民の

皆さんからも含めて、そういうものを取り入れて、

即対応できるような形がよりいいのではないのか

なというふうに思いますので。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 防災のほうの状況を言い

ますと、例えばＬＩＮＥだったりとか、そういった

今のスマートフォンなんかを活用した情報の収集

っていうのが、今ちょっと研究中なのですが、いき

なりそういった情報を市民さんからいただいてっ

ていうようなことになると、今の椿野議員おっしゃ

りますような……。 

○委員（椿野 仁司） 混乱しちゃうかな。 

○防災課長（原田 泰三） 混乱してしまうことから、

ルールが必要だなというのがあるんですけど、その

前段階として、例えば職員の安否確認なんかにも使

えますし、そういったスマホとかであれば。もちろ

ん現場の情報なんかも、今でも実際、現場に行った

職員からスマホで写真が来たりとかっていうのが

あったりとかするので、まだ研究中なんですけども、

取りあえずはまずちょっと狭い枠組みの中で一度

試してみてっていうようなことの研究が今始まっ

たところでございます。以上でございます。 

○委員（椿野 仁司） よう考えて対応できるように

したほうがいいのかなと思いますので。どうも、い

いです。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員、どうぞ。 

○委員（奥村 忠俊） 先日、「ブラタモリ」見てお

りましたら、円山川の成り行きと、それから洪水の

繰り返しということを言ってましたね。あれを見て

初めて、よく知ってるとそう思っていましたけども、

円山川の成り立ちの在り方だとかいうことが分か

ったんですけどね、あれはなかなかいい番組だった

なと思っとるんですよ。僕はよく知らないんですけ

ども、円山川の支流の本当に水位が、どういうんで

すかね、海水、海から見ますと、あまり落差がない

んですね、ずっと。したがって、災害をずっと繰り

返してる。しかも出口が塞がってるということがあ

って、あの気比の浜とどこでしたかな、あの辺です

ね、城崎がなぜそこにできたかという話もしてまし



 6 

た。そういうことを見ると、やっぱり我々ここに住

んでる者としては、それぞれの地域がどういう形に

なってるかということを知っておくことが大事だ

なということを改めて思ったんですけどね。 

 かなり古いですけども、１７号台風のときの経験

だとかそういったものを見ましても、恐らく私らの

この後のテレビを見たら、昔から繰り返してきたこ

とがやっぱり当てはまってるんだなというふうに

改めて思ったんですけどね。そういうことを市民の

人たちが皆さん知っておられるのかなというふう

に、僕はちょっと、自分が全然知らなかったもんや

から、思ったんですけど。その辺のことでどのよう

に、ちょっとした地域全体のことを考えておられる

のかなということをちょっと聞かせていただきた

いなと思いました。僅か１メーターぐらいの差で１

０キロぐらい上がっとるんでしょう。だから、ちょ

っとの差でもう浸くに決まってますわね、これね、

考えてみたら。これはそう思うと、怖い状況がある

んだなということを改めて思ったんですけども。そ

の辺のことについて何かあれば。 

 もう一つ、数年前に城崎で大きな火災があったん

ですけども、城崎も非常に密集した地域であって、

したがって類焼するというか、あるいは少しの時間

差なんかで大きな火災になるということが改めて

分かったんですけども、その後の城崎町はお客様も

たくさん来られるわけですから、特にこの防災、火

災ということについては、これは本当に重要なこと

だなと改めて思ったんですけどね。そういった点で

の取組だとか、地域限定でこういうふうにしてると

かいうようなことが市として把握されたり、あるい

は支援したりとかいう事であったんなら、その点聞

かせていただきたいと思います。以上です。（発言

する者あり） 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） １点目のそういった過去

の、昔からの円山川の辺りのことっていうのは、直

接的になかなか難しいことがありまして、防災教育

や国土交通省のホームページでもあるんで、そうい

ったことで、なぜ、豊岡で水害が多いのかとか、逆

に川から恵みをたくさん得ているんだとか、そうい

ったことで小学校、幼稚園、認定こども園以上の子

供たち、中学生までの間の年３回のメモリアル防災

減災授業のうちの１０月のメモリアル防災授業の

中で、そういったいろんな様々な教材から先生の方

でチョイスされて教えてくださっているような学

校もあるのではないかと思いますが、なかなか国土

の成り立ちみたいなところについての啓発ってい

うのは、市の防災のほうとしてはまだまだちょっと、

そういった取組っていうのはしてないのかなとい

うのが実際なとこでございます。 

 それを直接、そういったことをストレートにこう

やるというよりは、そういった啓発の授業の中にそ

ういった歴史的なことだとか、そういったことも盛

り込んでの教材作りっていうようなことで生かし

てるというのが実態でございます。 

 話はちょっとずれるかもしれませんけども、後か

らご説明するような教材の中には、例えば赤木正雄

さんの取組だったり、沖野忠雄さんの取組だったり

とかも含んだり、ちょっと直接的にそこまで古い話

ではないんですけども、いろんなそういった取り組

んでこられた偉人の方だったりとか、その中にアメ

ノヒボコの話だったりとかっていうのもあります

ので、そういったことで、若干はエッセンスとして

は入っているのかなというように思っております

ので、今後の検討ということになると思います。 

 それからもう一つの、城崎大火災の関係でござい

ますが、街区火災なんかの消防訓練というのをそれ

以降しておりまして、要は密集地で火災が起こった

ときのいろんな連携なんかを確認し合うというよ

うなことで、城崎であったり、竹野浜の前の密集地

だったり、出石だったり、そういったところで既に、

豊岡でもそうですけども、地元の方、消防署、それ

から消防団で、あと自治体とで連携した実動訓練を

実施しているというようなことが一つございます。

豊岡の津居山でもまた来年度ですかね、実施すると

いうようなことの予定をしておるところでござい

ます。 

 簡単ですけど、以上でございます。 
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○委員（椿野 仁司） 補足しますわ。補足します。

よろしいか、せっかくですから。 

 城崎は１０件だったかな、火災、大きな火災を起

こしたんですが、木造街区が密集しているところに

そう、出石もそうですけど、結局、消防団、それか

ら消防署が来てやるときに、そういった計画的に街

区をいろんな方向からきちっと見定めて、より適切

に消火をするということを、あまりそういった区域

でやってこなかった。要するに、もうとにかく火が

出たところに水をかけたらいいっていう、隣に類焼

を防ぐっていうことはやってきました。要するに、

こういう街区があるとしたら、通りがあって、それ

ぞれの通りがあったら、とにかくここからもう絶対

に火は外に出さないというために、要するにどの方

向からどういうふうな形で水を入れたらいいかっ

ていうことを、それを街区ごと、要するに城崎だと

３５か６ぐらいの区分けをしまして、その区分けで

消火をしていこうと。だから、出石も竹野もみんな

そういった区分けをしております。消防署のほうが

区分けをしてくれることになりました。その当時の、

今の署長、そのもう一つ前の署長かな、が次長のと

きに城崎でそういう話をして、では、やろうという

ことで１年がかりぐらいかかったんかな、１年がか

りでその街区指定をしてくれました。それを今、現

実の訓練を、終えてるところもあるし、まだ未定。

コロナの関係でできなかったところがある。そんな

形で今やってます。ですね。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 質問じゃないですけどね、こ

の間、来日山、来日山にも何回も登ったことあるん

ですけどね、あの上から見た説明がこの間ありまし

たけど、僕、初めて分かったいうか、豊岡市も同じ

だというか。そこを見ると出石も日高も全部入るわ

けですね、ここに。だから、そこの水位が、だって

豊岡のこの辺で１メーターぐらい、もうちょっと高

いんか、１メーターぐらい。それぐらいですから、

水位が下で１メーター以上あると水も流れないと

いうかね。こういうことになっとるんかというのを

改めて勉強したんですけどね。担当者は大変でしょ

うけど。特異な地形だなということは改めて感じた

というとこです。 

○委員（椿野 仁司） アメノヒボコのおかげだと思

って。玄さんだったかな。（笑声） 

○委員（奥村 忠俊） ひぼこホールでやったんだけ

ど、なかなか実感として分からなかった、そういう

ことがね。そうすると、この間の話で本当に分かり

ました、あれも。何でこういう地形だったかという

ことがね。 

○委員長（足田 仁司） そのほか。 

○委員（福田 嗣久） 一つだけよろしいか。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 関連した話ですけれども、何

年前かちょっと忘れたんだけども、私自身は自分の

経験則から言って、台風２３号の、もうこれ焼きつ

いているんですけれども、雨量について非常に敏感

になってるのは皆さんもそうなんでしょうけれど

も、それで、何年前かだったか、簡易雨量計を２０

か所配られた、何年前かな、あれ。もう五、六年前

か、もっと前か。（発言する者あり）もう七、八年

前。あれを見てて、ええ試みだなという気はしとっ

たんですけども、まず、ともかく振り返ってみても

２３号台風で４８時間で３００ミリ、ポイントによ

って多少違いましたけども、３００ミリ超のところ

が大分あって、あの結果が但東も出石も豊岡も結果

が出たわけですけれども、それを考えると、やっぱ

し今の４０代から上ぐらいな人は非常に頭に焼き

ついてると思うので、小学校の教材というのはなか

なか小学生ぴんとこんところがあるんですけれど

も、やっぱり大人、特に今申し上げた３０の後半か

ら４０代ぐらいの人たちは非常に焼きついている

と思うんですが、雨量の見方をやっぱり一番危機管

理になると思うんでね、それを考えてみたら、簡易

雨量計が危険な箇所に何か所だったかな、と、言う

風に考えると思います。十七、八か所だったかなと

思うんですけれども、あの辺の活用ができているの

か。 

 今は気象衛星が非常に精度が高いので、それと雨

量の量が違うわな、４００、５００と降りますんで
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ね。あれを見てると、やっぱし一番の根本は時間当

たりの雨量、それも２４時間、４８時間、この縛っ

た中での雨量だと思うんです。その辺のやっぱ啓発

が、この説明をされたここらについてくるんで、結

果としては。その辺のやっぱし啓発がより必要なん

だろうなという気は僕自身はしてるんだけど、その

辺の考え方をどう住民の皆さんに、それと、さっき

椿野委員が言われたように、ポイントのとこによっ

て全然違ってくるんでね、その場所によって。その

辺の表し方、あるいは発表の仕方、どういうふうに

されるのか、あるいはその辺を一環としてどう考え

ておられるのか、ちょっと聞かせてほしいなと思っ

て今聞いてたんですけども。雨量の把握の仕方と危

険の隣り合わせをどういうふうに住民の皆さんに

分かりやすく説明していくのかという、その発令に

つないでいくかということをね。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 実は地域によっては、過

疎化が進んで、非常時に区で、例えば自主防災組織

でいろんな活動するっていうのが難しくなってる

のは周知の事実だと思うんですけども、そんな中で、

私たちが出前講座やホームページ、広報で啓発して

ること、地域の皆さん方にお願いしてるのが、とに

かく情報収集と要援護者の方の避難をお願いした

いというような、この２つだけしてくれたらもうい

いと。極端な話、避難場所にもう行けなかったら地

域の方々の家の中で一番安全な家のところに、それ

こそ今、議員がおっしゃったような情報を早くキャ

ッチして避難してくれっていうようなお願いをし

ています。そうなってくると情報がどうしても必要

だということになりますので、小さな努力かもしれ

ませんけど、市のホームページで災害防災というの

をたたいてくださると、今、雨量情報、水位情報、

それからカメラ、そういった全てが１つのページで

見れるようなことになっております。出前講座なん

かで特にお願いするのは、少なくともそういった情

報は、そういう情報収集が得意な方といいましょう

か、そういった方を選んでいただいて、その方に監

視をしといてくださいというようなお願いをして

おります。地域地域で災害のリスクというのは違い

ますので、この雨量になったらどうだっていうのが

すぐには出てこないと思うんですけども、例えば以

前からずっと啓発しております簡易雨量計を各地

区にお配りをしておりますし、そういったものによ

って雨量というものを把握していただく。それから、

土砂災害なんかのシミュレーションなんかもして

いるページも、同じページのところにありまして、

そういったものを見ていただいて、この地域ではど

れぐらいの雨が降ったら崩れる可能性があるとい

うことを事前に知っといていただいて、２０ミリ前

ぐらいで少なくとも避難いただくっていうような

啓発を続けるしかないのかなというようなとこが

ございまして、出前講座だったりそういったものを

通じて広報、説明をさせていただいてるというよう

なことです。 

 もう一つ、地域コミュニティが平成２９年から発

足をしております。地域コミュニティ単位で防災ワ

ークショップなんかも毎年３地区から４地区実施

してるんですけども、そこでは必ずそういったよう

な情報収集、それからそういったホームページの見

方だったり、シミュレーションの見方だったりとい

うのを説明をさせていただいて、その方々が地域に

持って帰っていただいて、そこで少しでもやり方を

分かる方を増やしていくみたいなようなお願いの

仕方をさせていただいて啓発をしてるというよう

な実態でございます。以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） だから、その辺のことを、分

かりますけれども、テレビの雨量予測はだんだんと

近づいてくるにつれて精度が高まってきます。それ

と、実際の雨量の把握の仕方、この辺によって災害

で逃げれるか逃げれんかちゅうのが非常に決まっ

てくると思うんで、所変われば状況が変わるという

ことですので、雨量の見方をやっぱし一番基本の災

害のベースにしてもらいたいなと。どうしてもやっ

ぱしその辺が気になるとこですんで。僕いろんなと

ころで雨量のことはしきりに話をするんですけれ

ども、それは山奥であっても平地部であっても、出
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会った人にはそういう話をするんですけれども、そ

の辺が一番基本になるだろうなということで、やっ

ぱりその辺の徹底はできなくても、防災教育とかい

ろんなことで生かしていただきたいなという視点

はそこなんです。 

 それともう一つ、これ、椿野委員がさっきおっし

ゃった、この仕組みと文言の整理は分かるんだけど

も、今もＮＨＫのニュースでも身を守る行動っちゅ

うことをやかましゅう言われるんだけど、ぴんとこ

んとこがあって、だから豊岡市で、これは避難勧告

から指示という一本化は理解させていただいたん

ですけど、具体的にどう放送されるんです。例えば、

災害のおそれが高いですから避難をしてください、

こういうことだけか、文言としてやで。これに基づ

いて市としての行動は具体的にどういう発動をさ

れるのか。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 防災行政無線なんかで啓

発をするときは、今、議員おっしゃられたような言

葉を加える。それに加えて、例えば地域でどういっ

たような災害の状況といいましょうか、おそれがあ

るのかっていうようなことを、例えば洪水予報なん

かを通じて、「水位がこのままいきますとこうなる

予想が出てます」とか、安全なうちに避難していた

だきたいがために「今後こういったことになるおそ

れがある」とか、「今現在こういう状況である」と

いうようなことを付加させていただいて、住民の皆

さんに我が事に思っていただけるような啓発をし

ていくというようなことになります。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 先にどうぞ。 

○防災監（宮田  索） ちょっと補足で説明させて

いただきます。 

 全国的にこういうふうに避難情報が変わるとい

うことで、具体的にどういうふうに、例えば市が防

災行政無線で言うかっていったら、例えば警戒レベ

ル４、避難指示を発令します。その後に、先ほど原

田課長が言ったみたいに、例えば土砂災害の危険が

非常に高くということであったら、どこどこの地域

で土砂災害の危険が、雨量が何ミリを超えて土砂災

害の危険がありますので山沿いの方は直ちに避難

をしてくださいとか、例えば円山川でしたら、水位

が今この水位で、あと何時間でこういうふうになり

ますので川沿いの方は直ちに避難をしてください

というふうなパターンで、パターンとしては警戒レ

ベルの４とか３とかを言って、その後に、いわゆる

避難を促す行動のところの避難指示とか高齢者等

避難と言って、その後の補足説明のところでそれぞ

れの地域、災害に応じた具体的な内容をできるだけ

危機感が伝わるような形で説明をしていく。そうい

うパターンなので、ただ、これも法律というか国全

体で決められている言葉なので、高齢者等避難とか

避難指示、この辺りの言葉を換えることはできない

んですけれども、その後に続く状況説明、この中で

椿野委員が言われたみたいに、それぞれの地域に応

じた形での危機感の高まりが伝わる、そういった方

法でお伝えをしていく、そういうパターンがこの避

難情報という形になります。補足です。 

○委員長（足田 仁司） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

 それでもう一つ追加ですけれども、今の話の中で、

豊岡のエリア、豊岡でも山間部がありますわな、周

辺で。それから、日高も低地と山とあります。出石

も当然それぞれ。但東は基本的には土砂災害が一番、

河川の氾濫もあるんですけれども、そういって、ま

たそれぞれの地域で、城崎も当然ありますし、それ

ぞれの地域で環境が違うのに、一本化か、それは、

旧町の単位で。もしシミュレーションとしてこうい

う状況になった場合、どういう放送をしなるんかな。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） その件につきましては、

行政区単位っていうのは難しいんですが、小学校区

単位でどこそこ地域とどこそこ地域で、それも離れ

たところで土砂災害のおそれがありますので山か

ら離れてっていうような注意喚起も過去からして

きておりますので、考え方としては、そういった勧

告、土砂災害なんかで注意喚起をするときには小学

校区単位になるのかなというようなことになりま
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す。ただ、洪水については、ここの水位が上がった

場合はこのエリアに出すということは事前に、毎年

毎年見直ししながら決めてるというような状況で

ございます。以上でございます。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○委員長（足田 仁司） そのほか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 警戒レベルの見直しといいま

すのは、これは理解します。ただ、冒頭から申し上

げていますように、この発令するタイミング、本当

にほかの委員もおっしゃっていますように、対策本

部はここに置くわけですけども、各総合支所、やっ

ぱり５つの町、上流域、そういうところを、例えば

土砂災害云々っていったら、そのとこのピンポイン

ト云々というふうなこと、何か全然降り方が豊岡市

域内でも違うんで、その的確な情報っていうのは個

人に委ねるのか、例えば発令するにしても、その情

報をきっちり整理して、いや、まあ、スマホでも送

れますわなじゃなくって、きっちり情報網っていう

んか、それをやっぱり考えていかなあかんなという

のが一つと、せっかくこの流域治水でプロジェクト

の素案がつくっていくということの中で、これは各

上流域から、やはり最終的に豊岡に来る各本川及び

大屋川や岩屋等あるわけだけど、出石川も含めて、

この奥村さんが言われたように、ここに、何せこの

くぼ地にみんな雨が集まってくる。その小流域ごと

の、やっぱり降雨量と洪水データを的確にもらえる

ような、これはもう要望されてもええんとちゃうか

なと。これもソフト対策というふうなことで、その

辺のネットワークっていうんか、その辺がよう分か

らんですが。本川の直轄管理と県が管理する支川、

どこまでの情報が、じゃあ寄せられてるのか、全然

その辺が分からへんので、その辺をちょっと整理を

して、最終的にはもう一番困るのは豊岡なんで、や

はりそれはこの際の、プロジェクト素案の中にしっ

かりソフト施策というふうなことで、やっぱりお願

いしたほうがええかなというふうなことを思って

ますので、それは要望として国、県へ伝えていただ

きたいなと思います。 

○委員長（足田 仁司） 何かコメント。 

 防災監。 

○防災監（宮田  索） 今、浅田委員がおっしゃっ

てたようなことは、引き続き国、県のほうにも要望

はしてまいります。ただ、ちょっと補足のほうさせ

ていただきますと、現状でも国、県のほうからはそ

ういったシミュレーションの結果については市の

ほうに随時入ってきているというふうな状況で、市

のほうは雨量の、上流側の雨量データというのは、

もう１時間ごとに取っております。その状況を見な

がら、それとあと、国、県からの水位の予測、そち

らを勘案しながら避難情報のほうを出していって

るというふうな状況です。 

 おっしゃってるとおり、雨の降り方が局所的であ

ったりとか、そういったこともあるんですけれども、

円山川本流については、局所的な雨量が影響すると

いうよりも、上流域の平均雨量がどれぐらいになる

のか、その辺りでこの豊岡での水位の上がり方とい

うのが非常に影響してくる。逆に、その局所的な雨

量っていうのも流域ごとにちょっと危ない、例えば

奈佐川なんかが出てくる、あるいは土砂災害に非常

に影響がしてくるので、そういったところをにらみ

ながら避難情報のほうは出していくということに

なります。 

 ちなみに、土砂災害については、市内３４のエリ

アの区分をしていて、そのエリアごとに出していく

というふうな形になります。これについては、県な

んかが出していただいてるメッシュ情報、今、１キ

ロメッシュかな、１キロメッシュで土砂災害の危険

度が分かるようになってますので、誰でもそこにア

クセスすれば分かるんですけれども、なかなか市民

の方が一人一人そんなことはできないので、台風が

迫ったりとか大雨になったときには、振興局もそう

ですし、それから本庁のほうでも、雨の降り方で土

砂災害がやばそうなエリアというのは常時監視を

していて、今後どういうふうになるかというものも、

そこのホームページのほうから得ることができま

すので、このパターンになったら危ないから、先ほ

ど言った３４ほどに分けたエリアごとにじゃあ出
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すと。振興局のほうは特にスタッフが少ないので、

本庁のほうで市内全域のほうを監視をしていて、そ

ろそろこういうふうなことでやばそうだよという

情報は本庁のほうから振興局のほうにおつなぎを

しているというふうな形で、そういう体制を取って

るというのが現状で、浅田委員がご心配になってい

ることも含めまして、やってるんですけれども、さ

らなる情報提供のほうは国も県のほうにもお願い

をしていきたいと思います。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） それとまぁ、土砂関係が出た

んで、僕は非常に関心あるレッドゾーンで、この中

で、今言う３４エリア。もう少し具体的に伝えてあ

げてどこどこ地区みたいな形。それこそ本当にレッ

ドはもう直撃受けたら、もう本当にこれは家そのも

のが破壊されちゃうようなところを指定されてる

んで、その伝え方も漠じゃなくて、もうある程度具

体的にやっぱり、情報としてはもうどこどこ集落み

たいな形で言われたほうが、なかなか今、簡易雨量

計を、じゃあ高齢の方が見て危ないなんて、なかな

かこう自分も判断できないんでね、その辺をちょっ

と伝え方としてよろしくお願いしたいなとお願い

しておきます。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

○委員（清水  寛） １点だけちょっと確認で。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） ちょっと再々出てきたところ

で関連ということにもなるんですけれども、情報発

信の在り方の中で、今デジタル防災行政無線が配布

されたんですけども、この各地区の運用の仕方であ

ったり、市の運用の仕方っていうのは従来どおりな

のか、もしくは、例えば先ほどもいろいろな地区単

位とかっていうのに絞って放送することが可能な

のかどうか。どういう違いがあるのかっていうのを

ちょっと分かれば教えていただきたいと思います。 

○委員長（足田 仁司） 防災監。 

○防災監（宮田  索） 防災行政無線の機能的には、

各行政区ごとに絞って放送することは可能です。た

だ、例えば土砂災害なんかの場合ですと、あくまで

も予測の雨量ということに基づいて危険度を判定

をしておりますので、ピンポイントでそこの集落だ

けが危ないということではなくて、ある程度の範囲

を持ったところも危なくなる可能性があるという

ことがありますので、ピンポイントの集落というこ

とではなくって、もう少し広い、いわゆる公民館単

位ぐらいなところで避難情報を出していく、そうい

う方向で今やっているところです。ピンポイントで

本当に１００％そこだけがということに予測がつ

けば、確かにピンポイントですることが効果がある

んですけれども、残念ながらそこまでの精度がない

ので、ある程度の広がりを持った形での警告といい

ますか、警報という、そういう形での防災情報の出

し方に今後ともなろうかと思います。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 今言われたので分かったんで

す。行政区ごとも可能ということであれば、災害の

種類ですよね、恐らく風水害とか大規模なものって

いうのもあれば、今回のように雪害のような形のも

ので、すごい絞られた地域だけがなる。そういうと

きに、逆に言えば、全体として放送してしまうと危

機感っていうのは薄くなると思うんですけども、最

低でもやっぱり、何ていうんですかね、３区とか４

区とか、そういう協議会がある単位で放送されるっ

ていうことで、もっと市民にとったら、あっ、そう

なんだっていう危機感をあおることもできると思

いますので、場合によったらもっと意識を高めても

らうっていうことが可能かなと思うんで、せっかく

そういう意味では、非常に新しくした仕組みという

のがあるわけですからうまく活用して、より市民の

意識向上にうまく使ってほしいなと思います。これ

は要望としてです。以上です。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

○委員（椿野 仁司） もう最後に１点いいですか。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） さっきから避難所のことが話

に出るんだけど、これ前も言ったことがあるんだけ

ど、結局それぞれの旧行政区単位でいくと、それぞ

れかつての避難所っていうのはほとんど当時から
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変わらない避難所で、最寄りの避難所っていうと、

例えば学校の体育館だとかいうようなことや公民

館だとかっていうようなことになるんだろうけど、

昔のね。そういうところからいくと、結局、ああ、

避難所に行って何もないっていうか、避難所に行っ

て何もあらへんから避難、そういうところだから行

かないっていう、そんなぜいたくなこと言ってはい

られないとは思うんだけど。ただ、僕も避難所幾つ

か見てきたけれど、広い体育館にお二人だけがぽつ

んと、２人だけがおられてね、それで本当にどうな

のかなと。逆に、健康上のことを私が心配されるよ

うなことで、暖も取れないし、それで職員もそこに

２人配置してるというような状況があって、本当の

ときはそんなこと言っとられないのかなというよ

うに思うんだけども、避難所の在り方、指定をされ

たっていうとこら辺の少人数について、今はコロナ

だから、逆に密にならないほうがいいのかなと思っ

たりもするんだけども、ちょっと避難所の在り方も

それぞれの地区によって、何か全てこうであるとい

うんじゃなくて、環境に応じた在り方やありようが

あるのではないのかなというふうに思うので、この

辺はまた地域とよくよく相談してもらって、また変

えれるところは変えてもらうということのほうが

私はよりいいのではないのかなというふうにいつ

も思っています。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 今、議員おっしゃられま

したように、以前は体育館が市民の皆さんも役所の

職員ですらそうやって思ってるんですけど、今おっ

しゃられましたようにコロナの関係もございます

ので、今では小学校なんかもそうですけど、特別教

室とか普通教室にエアコンがついていますし。一般

的に私たちが避難部のほうにお願いをしているの

は、まずは特別教室っていうんですか、エアコンが

効いた特別教室のほうに入っていただくと。それが

だんだん埋まっていったら体育館を開放するとい

うようなことで、順番的にはそういうようなお願い

をさせていただいてるというのが実際のところで

す。 

○委員（椿野 仁司） 一昨年。一昨年。 

○防災課長（原田 泰三） あっ、一昨年でしたか。 

○委員（椿野 仁司） すごい台風がようけ来た時。 

○防災課長（原田 泰三） なるほど。そういったこ

ともあってだと思うんですけども、今ではちょっと

そういうお願いの仕方をしております。 

○委員（椿野 仁司） あ、そう。分かりました。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

 それでは、ないようですので、避難情報の変更に

関する国の動向については、この程度でとどめてお

きたいと思います。 

 暫時休憩して、再開を、どうしましょう、３５分

再開と、そういうことでお願いします。 

午前１０時２５分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３５分再開 

○委員長（足田 仁司） 時間になりましたので、委

員会を再開いたします。 

 それでは、次に、（２）の台風２３号メモリアル

防災減災授業への教材提供についてを議題といた

します。 

 それでは、政策調整部防災課お願いをいたします。 

 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 情報提供ということでご

ざいます。 

 資料２といったところに防災授業というような

ことでアンケート結果などを載せさせていただい

てるんですが、台風２３号を教訓に、幼稚園から小

学校までの子供たちに毎年、台風２３号のメモリア

ル防災減災授業というようなことの取組が、台風２

３号の翌年度からずっとされております。もちろん

そういったところに教材は使われてきて、オリジナ

ルな教材で授業が実施されてきたわけなんですけ

ども、特に防災教育というのに力を入れなくてはな

らないということで、学習指導要領等が変更する中

で、豊岡の河川国道事務所さんと協力をいたしまし

て、実は２０１７年度に初めて国交省と豊岡市と連

携して、お忙しい先生方ばかりなので、なるだけ教

材であったりとか、あと指導の仕方だったりとか、
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こういったようなことにターゲットを絞って教え

てほしいだとかっていうようないろんなエッセン

スを合わせたような、ネタとそれから教え方なんか

とセットにしたような教材資料を協力して作成し

まして提供してきたという経過がございます。中に

は、２０１８年度には台風２３号の各地域ごとのい

ろんな被災写真であったりとかというようなのを

ＣＤなんかに焼いてデータ提供したりとかという

ことをしてきまして、今年度につきましては中学校

にその対象を広げまして、そこのポツの３つ目に、

コロナ禍での避難を考えるというようなことも含

めて教材を作成して提供したというような状況で

ございまして、台風２３号メモリアル防災授業でそ

れぞれの学校園で授業が展開されているという状

況でございます。 

 １枚目のところに、令和元年以降の経過を書いて

ございますが、特に中学校版の学習テーマとしては、

やはり少し学齢が上がりますので、例えば、もちろ

ん学ぶことも大事なんですけど、テーマ３みたいな、

貢献するような力を身につけるというようなこと

で、中学生だからこそできるようなことは何かみた

いなことを狙いとして各先生方がそれぞれの教室

で防災授業を実施されたというようなことでござ

います。 

 裏面をご覧ください。防災授業の活用の実態とい

うことで、豊岡市内の小学校では、実は昨年なんか

も各小学校の低学年、中学年、高学年別で教材を提

供してきておるんですが、２９校中２８校で使用を

してくださいました。実は、別のそれ以外の小学校

の１校についても、もちろん防災授業ということで

様々な教材を使って授業をされてるんですが、たま

たま今年提供したものは、今年度については使用し

なかったというような回答でございました。それか

ら、中学校につきましては９校中全ての学校でその

教材を使用されているということでございます。コ

ロナについては、やはり少し学齢が上がって、小学

校の高学年、それから中学２、３年なんかでの使用

ということになってございます。 

 次の３ページ目をご覧ください。防災授業資料を

活用しての感想ということで、１つ目に上げてござ

いますように、こういった教材、ワークシートもひ

っくるめてセットで提供しております関係で、先生

方のほうが使いやすかったというようなご意見だ

ったりとか、このチェックマークの３つ目なんかは、

集中避難ではなく分散避難という考え方を改めて

児童に知らせることができたという、コロナに関連

して新しい避難の考え方を普及啓発する機会にで

きたのではないかということでございます。例えば、

2)では写真等もあって視覚的に非常に分かりやす

かったというようなご意見も頂戴をしております。

あとは、3)でございますが、やっぱり写真を提供す

ることによって、防災マップを地元のものを提供す

ることによって、やっぱり身近に感じることができ

て自分事にして子供たちが捉えてくれていた、とい

うようなご意見も頂戴しております。 

 それから、次のページをお開きください、最後の

ページでございます。低学年では、特にマル・ペケ

クイズなんかがあるというようなことで、非常に取

っつきやすいというようなご意見も頂戴しており

ます。改善点・要望点というようなことがあるんで

すが、やはり少しコロナについては低学年のほうで

はちょっと難しいのかなっていうようなことがご

ざいます。あとは、ちょっと言葉が難しいとかご意

見も頂戴をしておりますので、今後またブラッシュ

アップをしていって、先ほどの話のように避難の情

報に関する名称が変わりますので、そういったこと

も反映して来年度以降また改めて作成をしたいと

思います。 

 簡単ですけども、以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） これは、今回のこのケースだ

けではないんですけども、中学校の部分で、この辺

の中に、いわゆる近中が含まれているのかどうかっ

ていうのをちょっと教えてもらいたいんですけど。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 実はこれまで、公立の学



 14

校に配付させていただいてたんですけども、今年に

つきましては、例えば保育園幼稚園、それから今の

近大中学校ですね、そういったところにつきまして

も、その学齢に合った、その地域版の教材を同じよ

うに提供させていただいて、押しつけですけども、

豊岡市の公立学校ではこういうものを使って防災

教育しておりますので、一度使えるかどうか試して

みてくださいというようなお願いをさせていただ

きました。以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） いろいろ豊岡市の場合はふる

さと教育とかそういうことでっていうこともある

んですけども、なかなか近中そのものの学校の成り

立ちっていうのは私立ということもありますし、い

ろいろと豊岡以外のところからも来てるっていう

ので、必ずしもそれが使われるかっていうのは微妙

なところはあるんですけども、特にこの防災ってい

うことに関しては、やはり中学校っていうのはどこ

に住んでもやはりこの感覚っていうのは必要だと

思いますし、この年齢だからこそしていかなければ

ならないっていうことを市のほうではやっぱりし

ていくんであれば、市内の中学校ということは間違

いないわけですから、やはりもうできればしてくだ

さいということはそれはあるんですけども、そこの

ところはもう一歩踏み込んだ形でしていただけた

ほうがいいのかなというふうに思うんですけども、

その点はいかがでしょうか。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） おっしゃるとおりでして、

同じ地域に住む者、それから、そういった災害のリ

スクがあるというようなことも含めてしっかりと

啓発をしていかなくてはなりませんので、それこそ

専門職大学で今度来られるような学生さんにもや

はりそういった啓発は必要だと思いますので、そう

いったようなことをよりしっかりとこちらのほう

からもお願いをさせていただいて取り組んでいた

だくように進めたいなというふうに考えておりま

す。以上でございます。 

○委員長（足田 仁司） そのほかございませんか。 

 それでは、ないようですので、台風２３号メモリ

アル防災減災授業への教材提供については、この程

度でとどめておきたいと思います。 

 次に、（３）の管内行政視察についてを議題とい

たします。 

 前回の委員会で、今回の協議事項について委員の

皆さんと協議をさせていただきました結果、管内行

政視察について各自が候補地を持ち寄ることとな

りました。事前に事務局から各委員宛てにグループ

ウエアのローカルメールにて照会をさせていただ

いております。そちらを集約したものや、過去の管

内視察の実績を踏まえながら、日時等も含めまして

本日スケジュールを決めていきたいと思います。委

員の皆さんの積極的なご発言をお願いします。 

 また、当局の職員の皆さんも情報提供やアドバイ

スをぜひお願いしたいと思います。 

○委員（椿野 仁司） 委員長、これ見てると、かな

り奈佐川と山田川、福田排水機場、これみんな同じ

もんですな。なあ、河本君。 

○都市整備部参事（河本 行正） ええ。 

○委員（椿野 仁司） だからこれ、１と２の奈佐川

と３の上から３番目と、それから５の一番上の福田

排水機場、これ同じもんですね。ね、そうだよね。 

○都市整備部参事（河本 行正） 同じですね。 

○委員（椿野 仁司） 同じだよ、これ。だから、こ

れは同じもんだから一本にして、あとはどこがダブ

っとる、いや、ダブってないか。 

○委員長（足田 仁司） 今のご指摘ですが、河本参

事、冨森課長、どちらか。 

○委員（椿野 仁司） 言葉を統一したほうがええな

と思って。 

○委員長（足田 仁司） この箇所、今出てました箇

所についてお願いします。 

○建設課長（冨森 靖彦） 言われましたように、１

番の奈佐川、山田川流域、それから２番の奈佐川右

岸の漏水現場、３番の一番上の山田川・岩井川流域

内水対策、この辺りも一緒です。あと、５番の福田

排水機場、これも一緒ですので、統一ということで

していただいたら結構です、どうぞ。以上です。 
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○委員（福田 嗣久） １、２、３の頭と。 

○委員（椿野 仁司） 山田川雨水幹線整備工事箇所

っていうのを。あ、ごめんなさい。 

○委員長（足田 仁司） どうやって進めたらいいん

かな。（発言する者あり） 

○委員（椿野 仁司） はいはい、ごめんなさい、ご

めんなさい。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） この今、途中まで言ったけど、

山田川雨水幹線整備工事箇所は、これはそれに入ら

ないの、一緒。 

○建設課長（冨森 靖彦） 一緒です、それも。 

○委員（椿野 仁司） 一緒だな。 

○建設課長（冨森 靖彦） はい、一緒でいいです。

以上です。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 今さっき言いましたように、

これ、関連する表現だとか名称が違ってるので、１

つにここに、視察候補地としてするなら１つの名前

にしといたほうがいいと思うんですが、それは当局

のほうが正式に……。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません、補足でい

いですか。 

○委員長（足田 仁司） どうぞ。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません。皆さんの

ほうにグループウエアのメールで照会をさせてい

ただきまして、見てもらったら分かるんですけど、

５人の委員の方から候補地の提出がありました。そ

れぞれ、椿野委員がおっしゃるように、行き先って

いうのがダブってる箇所もありますし、ちょっと表

現が違っている分がありますので、それを今日すり

合わせていただきたいということと、あと冨森課長

のほうから、実際にやるんだった位置的なものが分

かったらいいんじゃないかということで、ちょっと

ご無理を言いまして位置図のほうを、地図を作って

まいりましたんで、それも見ていただきまして調整

のほうをお願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 今、事務局からの説明を踏

まえた上でいろいろとご意見お願いをいたします。 

○委員（椿野 仁司） 委員長、いいですか。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 私が何か先走って言いました

けれど、１番からずっと言っていかれたらいいんで

すが、今の一緒に合致するところは、１つの名称に

して一本化されるほうが私はいいと思いましたの

でそれを申し上げました。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 今の椿野委員からのご意見、

同じ箇所を表現が変わってるだけだといったとこ

ろは１か所というふうにくくってよろしいですね。

（「はい」と呼ぶ者あり）そういった前提で、どこ

とどことどこをどの程度の箇所に絞り込むか。あと

言いましたけど、日程等についてもまたご相談をさ

せていただきたいと思いますので、自由にご意見お

願いをいたします。 

○委員（福田 嗣久） たくさん上げておられますん

で、１番、２番、３番、５番の頭か。福田排水機場、

予算も上がってますんで。 

○委員（福田 嗣久） それ１か所よろしいです。 

○委員長（足田 仁司） ここはもう。今の奈佐川、

山田川関連については予算が上がってるというこ

とで、視察候補地として上げるということでよろし

いでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

○委員（椿野 仁司） 結局ね、いいですか。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 今回、市が単独でこういうこ

とをやるっていうのはなかなかないことだと私は

思うんですよ。通常とは違うポンプの排水機のやり

方ですね。だから、そういった意味で地形だとかこ

ういうことに至った、いろんな意味での、いざ雨量

が多くて降水時期になったらこういうふうにやっ

ていくという大きな、また一つの題材にもなるし、

だからそういう意味でのいろんな全ての環境を考

えた中で、こういう装置、排水機のポンプをすると

いうことに至ったことについての背景も含めて、ち

ょっとその辺を、ただ現場を見に行くっていうだけ

じゃなくて、どういう状況であるのかというのをま

た現場でいろいろと教えてもらったらどうかなと

いうふうに思います。 
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○委員長（足田 仁司） そのほかないですか。 

○委員（浅田  徹） よろしいか。 

○委員長（足田 仁司） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 僕はこの３を上げさせてもら

いました。それぞれこの流域というふうなことで勘

案して、いろんな課題もあります。例えばポンプ場

だけ見て、これ何トンですよというふうなことを見

るのも確かに防災・減災は大事ですけども、ここに

至る、じゃあ上流側からどういうふうに課題があっ

て、うまくそういう課題も含めてやっぱりしっかり

まずは認識をしていくいうことで、例えば私は六方

川流域、八代川流域、上流側のやっぱり山地部、田

んぼ、ダムもできてる、その中でいろんな、例えば

八代川の排水場の導水路に課題もあれば、越流堰で

越えた水がもう２３号ではこの市街地の南部まで

流れていくというふうな、トータル的にやっぱりい

かにこの辺の流域防災を考えていく、今回は一つの

そういう取組もいいのかなと。進捗状況だけじゃな

くて、例えば六方川でいけば、上流域でいけば、例

えば出石からも、ここにありますけども、出石、宮

内、田多地、この水も全部六方川及び堆積なんかも

六方田んぼまで流れてくる。それから、特に出石町

内からの水が来るというふうなことになってきま

すんで、流れない六方川はいろんな浚渫とか、中に

たくさんの木が生えてますけども、そういうのが一

向に整合を取れないということは、川の断面、流れ

ない川になってしまってる、そういう状況をつぶさ

に見ながら、課題ごとにちょっと勉強していくのも

いいのかなというふうな、トータルテーマで見てい

きたい。 

○委員（福田 嗣久） よろしい。 

○委員（奥村 忠俊） もう出石川も言われたとおり

で、だあっとすぐ生えちゃうね。 

○委員（浅田  徹） 大きなポンプがあってもポン

プのところまで水が流れていかない。六方川の、言

わば支川の、支川、幹川になるわけですけども、そ

ういうのもやっぱり防災・減災いろんな課題を、管

理は県河川になるんですけれども、テーマ的に、そ

れも一つの。 

○委員（椿野 仁司） 優先順位をつけてやる。 

○委員（浅田  徹） 例えば、出石川流域太田川ま

で行って、今度、例えば但東ダムができて、奥赤と

んでもない土砂災の河川敷が、川がどういうふうに

整備されてきて、減災っていいますかね。ですから、

切れたような、どういったらいいんですか、その中

で僕は内水問題で、今問題になってる六方平野、国

府平野とか、それから市域の、こういう一つの内水

の市街地というふうなことの中で、どういうふうな

ことで複合的な観点で減災対策を見ていくのも一

つの方法。 

○委員長（足田 仁司） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） よろしいか。浅田さん言われ

たように、これ見ましても、大変広範な地域に分か

れとってとても１日で回るようなことはできない

と思うんですけども、これまで僕も委員長させても

らったこともあるんですけども、１回、１日かけて

そういう箇所を回るということだったんですけど

ね。だけど、これを全部行けりゃしませんけども、

できたら委員会の視察、これは現場を見ることは非

常に大事だと思うんで、１回だけじゃなくて２回ぐ

らいに分けて視察させてもらうというのも非常に

大事ではないかなと思いますので、その辺、ひとつ

お願いしたいと思います。 

○委員（椿野 仁司）２回なと３回なと４回なよろし

いがな。どっこも行くとこあらへんし。もうよそへ

行かへんし。（笑声） 

○委員長（足田 仁司） 浅田委員から出ましたよう

に、１か所の防災施設というか防災対策のための施

設を見ても、全体がイメージしにくい。そういった

何か物語といいますか、こことこことが関連して、

こういう流れの中でこれが整備されて、こういう機

能で市民や財産を守っていくんだっていうような、

そういった視察ができたらいいなと個人的には思

っとるんですけども、そういった観点とか、それか

ら緊急性ですね、今こういった課題に向かって取り

組んでる、これを優先順位として取り組んでいると

いうようなことがありましたら、その辺も含めて当

局側から何かアドバイスなりいただけたらなと思
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います。 

○委員長（足田 仁司） 参事、どうぞ。 

○都市整備部参事（河本 行正） 今の候補一覧を見

てまして、先ほど浅田委員のご意見もお聞きした中

で、５番あたりもこの流域のプロジェクトについて

と、流域治水の、そういったこともありまして、例

えばなんですけども、円山川流域っていうのはこの

放射状の流域を持ってるという特性ということで、

細い単位、例えば南のほうに行きますと揖保川とか

なんとか、みんな羽状というか羽根状、鳥の羽みた

いに各谷から集まって直線的に距離が長いという

ようなことで、そういう流域はそうなんですけども、

円山川の場合は放射状ということで円に、非常にエ

リアが近くて一気に来て集まったところでピーク

が大変、ぐっとこう一瞬にして上がっていくと。そ

の代わり、引くときはすっと全体が引くという、そ

ういう流域特性持ってますので、例えばその辺を豊

岡の管内で見るときに、例えば出石川、太田川の流

域、上流に但東ダムとかありますので、源流から下

ってずっと河口までというようなところでポイン

ト、ポイントで、例えばどういう状況なのかと、山

の状況、それから河川のこの谷の状況、整備の状況、

その辺を見ていただくというのもトータル的には

流水のプロジェクトとか、それからずっと２番、３

番とかでありますようなエリアの問題についても、

より現物が見れるんじゃないかなという気はいた

します。ただ、お時間のほうがちょっと半日とかで

は、例えば１日かけて上流から下流まで見ていただ

くような設定も可能は可能だと思います。 

○委員（椿野 仁司） 要は、その時間は大丈夫なの。

要は、どっこも行けへんだし。 

○委員長（足田 仁司） そのほかご意見。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） それぞれ今こうやって出して

もらって、今日まとまったもんなんで、それについ

て答えられることは答えてもらって、一度、当局の

ほうで、悪いけど、これを見ながらどのように視察

したらええかということを１回ちょっと提案して

えな。 

〇委員（福田 嗣久） 示してもらう。 

〇委員（椿野 仁司） そのほうが、僕らよりもあん

たらのほうが専門なんやからそのほうが僕はええ

と思うけど、本当に。だから、この１日かけて、例

えば出石川から但東町からずっと行って、円山川ま

でのところまで行きましょう。今度は日高川からず

っと行きましょうっていうような形で、何かそうい

う、常に円山川に向かっていくんだから、川は、水

は。その間に土砂災害のことも入れながら、何かあ

るんだったら、特異なところで、いろんなところで、

豊岡に来たら今の一番最近で言うと、福田排水機場

のところも入れながら、全部その流域も環境も含め

ながら、１回シミュレーションしてえな。委員長、

それお願いしたらどないですか。我々がああだこう

だ言うよりも、よっぽどええと思うけど。専門家や

ん。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員から出ました意見

と、私個人的には、例えばどっかの施設に、そこに

降りて、長々とそこで説明聞くというのもありです

けど、例えばマイクロバスで流しながら、景色見な

がら、川がこう今来てるでしょうとか、あそこで合

流しててこうですよとか、施設と地形や川のつなが

りを移動しながら説明を聞くというやり方もあり

かなと思います、勝手に。 

○委員（椿野 仁司） その辺も含めて委員長、副委

員長と協議してくださいよ。（発言する者あり） 

○委員長（足田 仁司） それで、当局側にそういっ

たこのスケジュールといいますか、視察の行程表の

ようなものを作成していただくということはお願

いしてよろしいでしょうか。 

○委員（福田 嗣久） 賛成でございます。 

○委員長（足田 仁司） あと１点は、非常に広範囲

な候補地がありますので、別に１日で全部を網羅す

るというのは物理的にちょっと無理があるという

ことであれば、２つなり、２つというか、２回に分

けるなり、そういったことも必要かなと思いますの

で。 

○委員（椿野 仁司） いや、それは今年度中じゃな

くたっていいんでしょう、これ。 
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○委員（福田 嗣久） いや、もう今年度中、できへ

んわや。 

○委員（福田 嗣久） 今年度、要するに、１２月ま

でできへんから、来年の。 

○委員（足田 仁司） ３月は無理でしょう、２月。 

○委員（福田 嗣久） １月か２月。 

○委員（足田 仁司） １月終わりか２月。 

○委員（福田 嗣久） いやいや、１月、２月ぐらい

で１回。 

○委員（椿野 仁司） １月、２月で１回ぐらい行っ

て。 

○委員（福田 嗣久） 春から。 

○委員（椿野 仁司） あと、春から行ったらええや

ん。春からでも。 

○委員（椿野 仁司） 防災のこの委員会だって１０

月末まで続くし。 

○委員（福田 嗣久） もう雪が降ったら雪の中行っ

たらええやん。（発言する者あり） 

○委員長（足田 仁司） 事務局から、どうぞ。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません、ちょっと

無理なお願いを、すみません。そしたら、日程を取

りあえず今の時点で、バスの手配がありますので、

できましたら１月に行くのか２月に行くっていう

分だけでも決めていただけたら動きやすいかなと

思いますけど。 

○委員（椿野 仁司） でね、伊藤さん、せっかくこ

ういう今、ええもんがあるわけだから、当局との関

係で、一応、委員長も含めて、ちょっと１回、何日

何日何日って聞いてやって、案を出してもらって。

それぞれから皆さんから出してもらう、今のスケジ

ュールを。調整したらどないですか。要は我々ばっ

かりがこうやって何日がええ、何日がええってここ

で議論することはどうかと思うんだけど。当局の都

合もあるし。 

〇委員（福田 嗣久）雪が１メートル５０も降ったら

そりゃ大変だけどな、このぐらいのことはどうって

ことない。 

〇委員（椿野 仁司） ただ、雪で気になるのはな…。 

委員長、いいですか。 

○委員長（足田 仁司） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） これ休憩中にしてもらったら

ええかも分からんね。フリーなんで。フリーだった

ら休憩のほうがいい。 

○委員長（足田 仁司） 暫時休憩します。 

午前１１時０９分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２１分再開 

 

○委員長（足田 仁司） それでは、委員会を再開し

ます。 

 それぞれ視察の候補地があるわけですけども、こ

れについては重要度とかも含めて当局に行程なり

のたたき台を作成をお願いするということで、ひと

つはよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 また、これをお願いすると委員会で決めていいん

ですか。冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） そういうことでしたら、

こちらのほうで緊急性であったり等を考慮しなが

らちょっと考えさせていただきますので、またよろ

しくお願いします。 

○委員長（足田 仁司） よろしくお願いします。 

 それと、あと視察の日程等につきましては…。 

○委員（福田 嗣久） それも委員長に一任。 

○委員長（足田 仁司） 時期を考えたら、降雪等の

リスクを避けて３月の適当な日程ということで候

補を上げますので、それについて日程調整というこ

ともさせていただくという方法でよろしいでしょ

うか。当局側もそれでよろしいでしょうか。 

○建設課長（冨森 靖彦） よろしいです。 

○委員長（足田 仁司） じゃあ、そのように進めさ

せていただきます。 

 また、いろいろとお気づきの点がありましたらご

意見をいただきながら、その都度また協議して決め

ていきたいと。あとは、細部につきましては、正副

委員長並びに事務局に一任をいただくということ

でよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、そのように進めさせていただきます。 

 ４番の、今度、その他であります。 



 19

 委員の皆さん、事務局、最後に何かございました

ら。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点だけちょっとお尋ねした

いことがあります。 

 今回、非常に雪が多くてということもあるんです

けれども、いろいろな状況の中で、災害時の相互応

援協定というのをいろいろ企業さんとかいろんな

団体と結ばれてると思うんですけども、その場合の

条件というか、例えばこちら市の当局側から働きか

けるのか、それともそれぞれの団体さんのほうが自

発的に動かれるのかっていう点。 

 あと、それが実際に動かれる場合の経費というか、

そういうのは有料になるのか、実費の部分は払うの

か、無料なのか。その点っていうのはちょっとどう

いうふうな感じなのかっていうのをちょっとお聞

きしたいです。 

○防災監（宮田  索） 雪ではなくって通常の災害。 

○委員（清水  寛） それも含めて。そうですね。

雪でっていうことではなく、特に限定はしないんで

すけれども。 

○委員長（足田 仁司） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 一般的に協定のほうはこ

ちらのほうから要請をして、費用というのを負担を

してっていうようなことでの対応になります。以上

です。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そしたら、基本的には市のほ

うから必要性を感じて、その団体の方にこういうこ

とをしてくださいということを要請してというこ

とで、その場合にかかった経費というのは市のほう

が持ってということになるということでよろしい

んですね。 

 今回、非常に、なぜこういうことをお聞きしたか

というのは、やはり人が行くとか、車で行くってい

うのはなかなか難しい状況になってくる中で、ドロ

ーンとかそういうのを、こういう状況だからこそ活

用できるのかなというふうにも思ったんですけど

も、実はそのドローンのプールされてる方も協定を

結ばれてるということでしたけども、実はこういう

ときに、こんなんが出来るんだけどなと言われたん

ですけども、実は市のほうからは何もお声かけがな

くて、自分たちでこれは動いたほうがいいんだろう

かとんいうようなことをちょっとお尋ねを受けた

んです。その方たちがどういうことができるのか、

どういう効果があるのかっていうのを、逆に市のほ

うが実はご存じでなければ、逆に頼みようもないの

かなというふうに思ったんで、その点でドローンを

使ってのそういう災害の状況の把握であったり、そ

ういうときに、より通行止めとか発信するのにそう

いうのを活用するということができそうだなと思

ったんですけども、現状ではどのような対応という

のが今されているんでしょうか。 

○委員長（足田 仁司） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 通行止めの確認について

は、当然、今回でも実際除雪路線で倒木があって、

その先は除雪できませんというような連絡が業者

から来る中で現地を確認させていただいて、当然、

車で行けなければちょっと少し先まで歩いていっ

て確認をしてというような、そういう確認の下で、

その後、倒木の処理だとかっていうことをしてるっ

ていうのが現状です。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 僕もあまり詳しくということ

ではなかったんですけども、ドローンをたまたま実

験というか、使用されているのを見学させてもらっ

たら、７０キロぐらいで三、四十分ずっと航続して

飛べるというようなこともあって、逆に言えば、も

う人で動くよりもはるかに速く、特に航空写真とい

う形で上から写真が撮れるわけですから、そこのと

ころをやはり特に防災とか、スピードを持って対応

する場合はそういうところもうまく活用されるの

を今後検討されたらなと思いますので、これもまた

要望としてです。以上です。 

○委員長（足田 仁司） 河本参事。 

○都市整備部参事（河本 行正） 今回の雪の場合は、

業者とかから連絡がありまして、倒木が激しかった

日なんですけども、８時過ぎからは我々も集まって、



 20

とにかくこれ現地調査しようということで向かわ

せました。その段階でかなりの距離があれば、やっ

ぱりドローンのほうも検討はしたんですけど、地点

を地図に落としながら作戦会議立てる中で、まあま

あこれはいけるだろうということで、今回は目視と

いうことで実施しております。それがとてつもない

谷のどうしようもない状況に深いところになれば、

当然ドローンということで飛べる時間なども検討

しながらということになろうかと思いますけども、

今回の雪に関しましては直接で行けたということ

でございます。 

 あとちょっと、経過報告しますと、午前中に全体

のほうを把握をいたしまして、とにかく竹野の川南

谷がもう孤立しとるということなんで、そこを突破

させようということで、午前中に見てきた部隊、当

然メールのといいますか、写真も送られてきてます

んで、その情報を見ながら組立てをして、午後から

特別な班を編成しまして、木の伐開処理の後にドー

ザーを入れてずっと川南谷の集落に入っていきま

して、夕方４時頃に全通させまして、一応、避難を

希望されとるご家族、お二人を誘導しながら当日は

降りて、下まで誘導したと、そういった活動も行い

ました。かいつまんでですけど、この間の雪、先週

の雪はそういう対応をしております。 

○委員長（足田 仁司） よろしいですか。 

 そのほかなければ、その他については、この程度

で締めたいと思います。 

 それでは、以上で本日の議題は全て終了いたしま

した。これで閉会したいと思います。お疲れさまで

した。 

午前１１時２５分閉会 

──────────────────── 


